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7月号平成 2年

町の人口

世帯数 6,759 

人口 20 ， 974

男 10 ， 072

女 1 0 ， 972

6 月 1 日現在

、

広報
。

東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

交
通
屋
開茶

設

シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ
ン

ペ
ー

ン
期
間
中
の
六
月
二

十
日
、
牛
測
の

国
道
十

一
号
線
で
交
通
茶
屋
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
通
茶
屋
は
、
東
温
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
国
立
療
養
所
愛
媛

病
院
付
属
看
護
学
校
等
の
協
力
を
得

て
五
年
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
束
村
旭
町
長
も
参
加

し
て
、
シ

ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た

。

-
シ
l

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
:
:

昭
和

六
十

一
年
卜

一
月
の
道
路
交

通
法
の
改
正
に
よ
り
、
非
着
用
者
に

行
政
処
分
点
数
が
付
加
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は

飛
躍
的
に
向
上
し
、
九
卜
%
台
の
高

率
を
維
持
し
て
い
ま
し
た

。

し
か
し
、

着
用
率
は
し
だ
い
に
低
下
し
、
今
年

五
月
に
は
、
六
十
八
%
台
と
な
っ
て

い
ま
す

。

(瞥
察
調
べ
)

「
シ
l

ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
」
自
動

車
を

利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
シ
ー

ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

さわやか愛媛

夏の交通安全運動

7月 16 日間~7 月 25 日附

ゆずり合う

クールな心で



(2) 

国

民

金

年

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
、
ほ
か
に
も
年
金
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
か

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、

年
金
の

一
部
ま
た
は
全
額
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

届
出
が
遅
れ

る
と
、
老
齢
福
祉
年
金
に
つ
い
て
過

払
い
が
生
じ
、
返
納
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ぷ、の~f し幸良広

国勢調査!こご協力をお願いします

ま
た
、
二
十
歳
前
(
国
民
年
金
に

加
入
す
る
前
)
の
傷
病
が
原
因
で
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
障

害
・

母
子
・

準
母
子
福
祉
年
金
か
ら

裁
定
替
さ
れ
た
障
害

・

遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、

他
の
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と

年
金
が
支
給
停
止
と
な
っ
た
り
、
い

ず
れ
か

一
方
の
年
金
を
選
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
出
て

く
だ
さ
い
。

届
出
先
は
役
場
の
国
民
年
金
係
と

な
っ
て
い
ま
す
。

税
務
だ
よ
り

個
人
の
消
費
税
課
税

事
業
者
の
方
へ

個
人
の
消
費
税
課
税
事
業
者
の
方

へ
、
平
成
二
年
分
消
費
税
の
中
間
申

告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O

中
間
申
告
の
必
要
な
方

平
成
元
年
分
の
消
費
税
額
が
六

O
万
円
を
超
え
る
方

O

中
間
申
告
税
額
の
計
算
方
法

中
間
申
告
税
額
1

元
年
分
の
消
費
税
額
×
告

O

中
間
申
告
の
申
告
、
納
付
期
限

平
成
二
年
八
月

三
十
一
日
幽

中
間
申
告
書
等
関
係
書
類
は
、

※ 

税
務
署
か
ら
事
前
に
送
付
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
税
務
署
問

税
部
門
(
宮
四
一
|
九
=
二

内

線
五
二
一
1

五
二
四
)

水
の
事
故
防
止

水
の
事
故
は
、
毎
年
六
月
か
ら
八

月
に
、
海
や

川
で
集
中
し
て
発
生
し

て
い
ま
す

。

昨
年
、
全
国
で
こ
の

三

か
月
に
起
き
た
水
の
事
故
は
千

三
百

二
十
七
件
で
、
年
間
総
数
(
二
千
五
百

九
十
四
件
)
の
半
分
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
水
の
犠
牲
者
も
、

七
百
三
十
五
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

1 0 月 1 日、全国一斉に国勢調査が行われます。 この

調査は、大正 9 年から 5 年ごとに行われ、今回は15回

目。日本に住んで・いるすべての方が対象となり、今回

は全国で約 1 億2400万人に及ふ、と見込まれています。

もちろんあなたも、あなたのご家族も対象です。

砂簡単です、安心です、調査内容

調査は、まず、 9 月下旬に調査員がお宅におうかが

いし、世帯ごとに調査票を配布します。

調査内容は全部で22項目。ご家族全員の氏名、出生

の年月、就業状況などです。旅行などで一時留守にし

ている方、長期滞在している方、生まれたばかりの赤

ちゃんも含まれます。 また、アパートなどに一人暮ら

しの方、下宿している方は、未成年でも学生でも、世

帯主としてご記入くださし、。

記入していただいた内容を、 他に漏らしたり、統計

以外の目的に使用することは法律で固く禁じ られてい

ます。どうぞ安心 して、ありのままを正確にご記入く

ださい。調査票は後日、調査員が集めにうかがいます。

砂暮らしに生かされます、調査結果

国勢調査は、法律に基づいて国が行う調査です。調

査の目的は、 わが国の人口を正確に把握するほか、急

ピッチで進行する高齢化社会や国際化社会、人口移動

の実態、母子家庭、父子家庭、高齢者世帯の把握、住

宅事情の把握など、日本の現在の姿を正確に知ること

にあります。

調査の結果は、国や都道府県 ・ 市区町村が、これか

らの行政を考えてし、〈大切な資料となり、わたしたち

の暮らしのさまざまな分野で生かされていきます。つ

まり、あなたがご記入くださった答えが国民全体の貴

重な財産となり、また、よ

り快適で・住みよい日本、安

心できる未来を築くための

道しるべとなるのです。

10月 l 目、国勢調査に、

ぜひ皆さんのご理解、 ご協

力をお願いいたします。

も
っ
と
も
多
い

水
涼
中
の
犠
牲
者

水
の
犠
牲
者
が
、
も
っ
と
も
多
い

の
は
、
や
は
り

「

水
泳
中
」

で
二
百

三
十
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
い

で
、
「
魚
と
り
・
釣
り

」
「
水
遊
び
」の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
全
体
を
通
し

た
も
の
で
す
が
、
中

学
生
以
下
の
子

供
の
場
合
に
は
、
少
し
違
っ
た
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
「
水

遊
び
L

で
す
。
つ
い
で

「

水
泳
中
」

「
魚
と
り
・

釣
り
」
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

水
の
怖
さ
を

再
確
認
し
よ
う

で
は
、
こ
う
し
た
水
の
犠
牲
者
を

な
く
す
た
め
、
わ
た
し
た
ち
大
人
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
自
ら
が

「

無

謀
遊
泳
」

な
ど
を
し
な
い
こ
と
で
、

子
供
た
ち
に
範
を
示
す
、
」
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
水
難
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
に
、
家
庭
や
地
域
で
次
の
よ
う

な
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一

家
庭
・

学
校
な
ど
で
、

水
の
怖

さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
子
供
だ

け
で
の
水
遊
び
な
ど
、
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
ょ

、
「
ノ
。

二

身
近
な
水
辺
を
点
検
し
、
危
険

な
場
所
を
見
つ
け
た
ら
、
警
察
な

ど
に
連
絡
す
る
な
ど
安
全
に
必
要

な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

一一斗丙気見舞いのお返しを廃止しましょう一一一
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愛

の
献
腎
を

(
死
後
の
腎
臓
提
供

登
録
の
お
願
い
)

い
ま
全
国
で
は
、
約
九
万
人
の
患

者
さ
ん
が
慢
性
腎
不
全
で
、
週
二
i

三
回

、

一
回
当
り
四
i

五
時
間
の
透

析
療
法
を
行
い
、
そ
の
う
え
水
分
や

塩
分
等
の
摂
取
を
制
限
さ
れ
な
が
ら

病
気
と
闘
い
、
社
会
生
活
、
家
庭
生

活
で
厳
し
い
制
約
を
受
け
そ
の
苦
痛

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す

。

ま
た
こ
の
透
析
療
法
は
多
額
の
費
用

を
要
す
る
た
め
、
社
会
的
に
も
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
腎
臓
移

植
は
こ
れ
ら
慢
性
腎
不
全
で
悩
む
人

た
ち
を
救
う
根
本
的
な
唯
一
の
療
法

で
す
が
、
善
意
の
死
後
の
献
腎
が
極

め
て
少
な
い
た
め
に
、
移
植
希
望
者

は
移
植
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
て

お
ら
ず
腎
臓
移
植
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
現
状
で
す
。

〈
腎
臓パ
ン
ク
〉

腎
臓
パ
ン
ク
は
、
腎
臓
移
植
を
普

及
促
進
す
る
た
め
に
死
後
の
腎
臓
提

供
者
を
登
録
し
、

一
人
で
も
多
く
の

人
が
移
植
手
術
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。単

一
一
一

住民健康診査(成人病健康診査)日程表
月 日 受付時間 1>>; 所 慌l 考

9:00-11 :30 午前牛消l
7 月 31 日 南吉井小体育館 午後凋池，上樋団地

13 :00-15: 00 北野台団地

8 月 1 日 9:00-11 :30 1/ 日程は F記のとおリ

8 月 2 日
9:00-11 :30 

l稲野 間公民官官
午前南野出，新村

13:00-15 :00 午後北野田

8 月 8 日 9:00-11 :30 
上林公民館 上林

8 月 9 日 13:00-15:00 

8 月 21 日
9:00-11 :30 

~t 吉井小体育館
午目1) 機河原

13 :00-15 :00 午後志津川

8 月 22 日
9:00-11 :30 

1/ 
午前樋口

13:00-15 :00 午 f産 11S I司

8 月 28 日
9:00-11 :30 

ド林!k会所
午前 F 林

13 :00-15 :00 午後卜村

9:00-11 :30 午前見去を良

9 月 3 日 p1r 民会館 午後八反J也

13:00-15 :00 Hj窪凶地

9 月 4 日
9:00-11 :30 

1/ 日科!ーは 下記のとおり
13 :00-15:00 

9 月 13 日 10:00-11 :00 山之内 JI' IJ 公民館 山之内

~尽のr.11合で地区害11 をしておリますが、お IHlI合の悪い万は、上記の
希望される場所で受診して F さ い 。
8 月 1 1:1 は、干潟問地， r番産主台凶地， 1封径柳l重，~川陶磁よりp_!jのI也 l豆
9 月 4 日は、午前 間後柳原・~川 i商店より点の地区一県道より ~t

午後 111径柳屋，~川商店より来のI也氏一!県道より ifj

※ 

※ 

平
成
二
年
度

日
赤
募
金
報
告

平
成
二
年
度
目
赤
募
金
は
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額

二
百

十
二
万
八
千
円
に
対
し
、
二
百
九
十

八
万
三
千
五
百
円
の
募
金
が
集
ま
り
、

目
標
頼
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た

。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

地
区
別
募
金
額
は
、

で
す
。

次
の
と
お
り

I也 氏名 SE 金傾 J也 1 ><: 名 募令官自 地 区名 募金綴

山之内 49 ,000 111 窪 314 ,000 北釘・台卜d .l也 28 ,500 

凶 11 133 , 700 川;今|証1 .1也 92 , 500 iW 村 51, 500 

械 iロJ 1(,( 248 ,500 j自j 163 ,500 中本 100 ,000 

ぷ t ド J Ij 305 ,400 'j". i拘11 t寸1 .1也 235 ,400 ド 林 152 ,000 

日目 |吊l 105 ,500 仁凶 l 、;1 J也 52 ,000 村 61 ,000 

1IIí'謄台 |す1 .1也 45 ,000 Ih 'r-�' 111 87 ,500 その 1也 500 ,000 

見 f災以 207 ,500 」仁'ff' H 1 51, 000 合 計 2 ,983 ,500 

級

赤ちゃんは、生後5 ヶ月を過ぎた頃から母乳・ ミル

クだけでは栄養に不足が出てきます。また、赤ちゃん

はこの頃から食べ物に対して興味を持ち始めます。

離乳食は、不足する栄養を補い幼児食へと移行し

ム比

一子食手L離

ていくための準備食です。

離礼食の大切さと進め方を学ぶ場として、ぜひご

参加下さい。

日時 8 月 30 日 (木)

場 所 町民会館

対 象 平成元年12月、平成 2 年 1 月生

担 当 栄養士、保健婦

料 金 無料

持参品 母子手帳

内 容 7 ・ 8 ヶ月の心身発育・発達について

予防接種について

神経芽細胞腫について

離乳食の進め方、試食など

13 : 30-15 : 30 

「中央料理教室」 学級生募集
一手作り料理で生活に潤いを 一

健康づくりの基本は、朝食をさわやかに、し っかり
とることから始まります。手早く 作れ、栄養的ノ〈ラ ン
スがとれる献立で合理的に調理する技術を学習し併せ
て学級生相互の交流をはかる料理教室を開催します。
対 象町内の婦人

期 間 平成 2 年 9 月一 12 月
場 所 町民会館

募集人員 40入
学習計画

ιl'ム、二p週- 講 師内回 月 日陪

1 9 / 6休)
季節料理を主にし

栄養推進学級�2 10/ 15(休月)) て、栄養バランス
I 3 10/2 のとれた献立と調

久保徳代先生4 11 /19(月)
理方法

12/13(ボ5 

つ 一一一一一

時間
申込期限
申込方法

一一一水を大切にしま し ょ

午前 9 時-12時
順次受付し、定員に達 し次第締め切ります。
住所、氏名、電話番号を社会教育課まで
宮64- 1 500

※お断わり 今年度は、 一期分五回しか料埋教室を行
いませんので、ご了承下さい。
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献
血
に
ご
協
力
を

七
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

月
間
で
す
。

v占、の

夏
は
、
献
血
を
す
る
人
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
医
療
技
術
の

進
歩
に
と
も
な

っ
て

血
液
の
需
要
は

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す

。

貴
重
な
血
液
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
、
赤
血
球
、
血

小
板
な
ど
の
成

分
に
分
離
し
、
患
者
さ
ん
が
必
要
と

す
る
成
分
だ
け
輸
血
す
る
方
法
が
と

ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
卜
刀
法
に
よ
り

、

.
人
の
血
液
は

二
1

一
一
一人
の
患
者
さ

ん
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

げし報広

エ
イ
ズ
や
肝
炎
の
心
配
は
無
用

現
在
、
献
血
方
法
は
二
百
ミ
リ
リ

y

ト
ル
献
血
、
四
百
ミ
リ
リ

ッ

ト
ル

献
血
、
成
分
献
血
の
三
種
類
が
あ
り

ま
す

。

そ
し
て
、
ど
の
方
法
を
選
ぶ

か
は
献
血
者
の
自
由
で
す
。

ま
た
、
献
血
時
に
使
用
す
る
注
射

針
や
血
液
バ
ッ
グ
は

一
人
ず

つ
取
り

換
え
ま
す
の
で
、
献
血
に
よ
り
エ
イ

ズ
や
肝
炎
な
ど
に
感
染

す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

。

科
学
が
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
血

液
は
人

工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

。

病
気
や
ケ

ガ
と
闘
っ
て
い

る
人
た
ち
の
た
め
に

、

ぜ
ひ
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

。

覚
せ
い
剤
に

手
を
出
す
な
/

一
度
手
を
出
す
と

、

や
め
ら
れ
な

い
覚
せ
い
剤
1

|

「
波
労
回
復
剤
」

「
強
精
剤
」
「
や
せ
薬
」等
と
偽
っ

て
私

た
ち
に
忍
び
寄

っ

て
き
ま
す

。

特
に

、

最
近
は

「
飲
む
覚
せ
い
剤
」
が
出
凶

り
始
め
て
い
ま
す

。
つ
け
入
る
ス
キ

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

も
し
、
覚
せ
い
剤
の
密
売
や

乱
用

の
話
を
聞
い
た
と
き
は
、
勇
気
を
出

し
て
警
察
や
保
健
所

へ
知
ら
せ
ま
し

ト
ゅ
よJ
。

ま気
なを
板つ

I@IIIIIIIIμ 
Z つ
管食
E里中

f号

一
泊

刑
通

3
門H
7
J
/

梅
雨
も
明
け
て
、
仁

丹
、
八
月
と

食
中
毒
の
怖
い
季
節
を
迎
え
ま
す

。

台
所
用
品
の
中
で
、

一
番
」
清
潔
H

に
注
意
し
な
く

て
は
い
け
な
い

の
は

ま
な
板
で
し
ょ

う
。

ま
な
板
は
細
菌
の
巣
に
な
り
や
す

く

、
中
で
も
包
「
の
傷
あ
と
は
雑
菌

が
つ
き
や
す
い
も
の

。

と
り
わ
け
使

暑
中
お
見
舞

い
込
ん
だ
ま
な
板
は
傷
が
多
く
、
そ

れ
だ
け
雑
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
と
い

え
ま
す

。

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ま
な

似
も
、
傷
あ
と
に
は
同
じ
よ
う
に
雑

菌
が

つ
き
ま
す
か

ら

、
過
信
は
禁
物

で
す

。

ま
た
、
ふ
き
ん
も
ま
な
板
と

同
じ
よ

う

に
、
毎
日
使
う
も
の
で
す

。

や
は
リ
、
こ
ま
め
に
殺
的
消

毒
を
す

る
よ

う

に
心
が
け
ま
し

ょ

う
。

ま
な
板
の
殺
菌
消

毒
は

、

台
所
間

諜
・
円
剤
を
三
十
倍
く
ら

い
に
薄
め
た

液
に
、

一
晩
つ
け
ま
す

。

こ
の
と
き

、

ま
な
板
を
ふ
き
ん
で
包
ん
で

つ
け
て

お
く

と
、
同
時
に
殺
繭
消
毒
で
き
る

の
で
A
n現
的
で
す

。

こ
ま
め
に
洗
っ

て
、
日
光
に

当

て

殺
菌
す
る
!
!
l

ま
な
板
の
衛
生
に
は

欠
か
せ
な
い
こ
と

で
す
ね

。

申
し
上
げ
ま
す
。

重
信
町
議
会牧佐

伯

丹平佐加入浜議長IJ 議
生岡伯藤木田 議
谷 卯 員 長長
隆 明 昌三
夫収強治延郎

重
清
行高

須
賀
徳

大
西
茂
徳

窪
田
定
靖

丹
生
谷
操

渡
部
清
春

野
中
久
敏

青
井
重

一

高佐 山相 i也 高松
橋伯内原田市下

幾正良嘉照保 高
八夫 一 雄雄雄繁

水
道
、
だ
よ
り

水
道
メ
ー
タ
の

検
針
に
ご
協
力
を
:

・

-
水
道
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ

ク
ス
の
t

に

は
、

物
を
置
か
な
い
で

く

だ
さ
い

0

.

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
は
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ

夫
」
い
。

-

犬
は
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、
出

入
口
や
水
道
メ

ー

タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い

。

・

家
の
増
改
築
の
と
き
に
水
道
メ

ー

タ

ー
ボ

ッ
ク
ス
が
床
下
や
屋
内
に
な

ら
な

い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一一一シートベル トは正 しく 着用 しましょう 一一一



高
血
圧
症
に
つ
い
て

辻井内科

ぷ、

現
在
、
わ
が
国
の
高
血
圧
症
患
者

は
、
二
千
万
人
と
い
わ
れ
、
四
十
歳

以
上
な
ら
な
ん
と
五
人
に
二
人
の
割

合
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

さ
ほ
ど
に
多
い
高
血
圧
症
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

の'-1' 

ハ
門血
圧
に
つ
い
て

ご
存
知
の
よ
う
に
、
血
圧
に
は
最

大
血
圧
(
収
縮
期
血
圧
・
最
高
血
圧

と
も
い
い
ま
す
)
と
最
小
血
圧
(
拡

張
期
血
圧
・

最
低
血
圧
と
も
い
い
ま

す
)
と
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
は
、
収

縮
(
血
液
を
送
り
出
す
)
と
拡
張

(
血
液
を
引
き
入
れ
る
)
と
い
う
運

動
を
繰
り
返
し
て
、
全
身
に
血
液
を

循
環
さ
せ
る
一
種
の
ポ
ン
プ
な
の
で

す
が
、
最
大
血
圧
は
、
心
臓
が
収
縮

し
て
血
液
を
動
脈
に
送
り
出
す
時
に

血
管
壁
に
加
わ
る
も
っ
と
も
高
い
圧

力
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
最
小
血
圧

と
は
、
心
臓
が
拡
張
し
た
時
に
血
管

壁
に
加
わ
っ
て
い
る
血
液
の
圧
力
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

あ
な
た
が
血
圧
を
測

っ

て
も
ら
う

時
に
は
、
こ
の
二
つ
の
血
圧
の
値
を

血
圧
計
で
読
み
と
っ
て
、
た
と
え
ば

『
一
七
O
と
一
O
O

で
す
』
と
い
う

し幸良広(5) 

武慶

よ
う
に
、
あ
な
た
の
血
圧
の
高
き
と

し
て
告
げ
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、
必

ず
こ
の

二
つ
の
数
値
を
覚
え
て
お
き

斗
手
1レ
よ
、
つ
。

で
は
一
般
に
、
健
康
な
人
の
正
常

血
圧
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
成
人
で
は
最
大
血
圧
一
四

O
ヨ
沼
田
m
以
下
、
最
小
血
圧
九
O
雪

国
m
以
下
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
血
圧
は
い
つ
も
一
定
し
て

い
る
も
の
で
な
く
、
つ
ね
に
変
化
し

て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

血
圧
は

一
百
の
う
ち
で
睡
眠
中
が
も

っ
と
も
低
く
な
り
ま
す
。
朝
、
目
を

さ
ま
し
活
動
し
は
じ
め
る
と
徐
々
に

血
圧
は
上
昇
し
ま
す
。
急
い
で
走
っ

た
り
、
他
人
と
口
論
し
た
り
、
精
神

的
に
興
奮
し
た
り
す
る
と
、
血
圧
は

そ
の
た
び
ご
と
に
上
昇
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
血
圧
は
同
じ
人
で
も
た
え

ず
、
か
な
り
動
揺
し
て
い
ま
す
の
で
、

た
だ
一
回
限
り
の
測
定
で
、
そ
の
人

の
血
圧
を
う
ん
ぬ
ん
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
何
回
か
血
圧
を
測
定
し
て
み

て
、
そ
の
人
の
血
圧
の
傾
向
が
決
ま

り
ま
す
。

辻井

同
本
態
性
高
血
圧
症
に
つ
い
て

高
血
圧
症
の
原
因
と
し
て
、
は
っ

き
り
わ
か
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

た
と
え
ば
、
心
臓
や
腎
臓
の
病

気
・
血
管
の
異
常

・
あ
る
種
の
ホ
ル

モ
ン
の
異
常
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
高
血
圧
症
患

者
の
約
叩
%
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
約

叩
%
の
も
の
は
、
原
因
不
明
の
高
血

圧
症
で
す
。
こ
れ
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

持
っ
て
う
ま
れ
た
も
の
、
体
質
的
な
、
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
両
親

も
の
と
い
う
ほ
か
な
く
、
こ
れ
を
本
が
高
血
圧
症
で
兄
弟
に
も
高
血
圧
の

態
性
高
血
圧
症
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
人
が
い
る
場
合
に
は
、
初
歳
を
過
ぎ

本
態
性
高
血
圧
症
は
、
は
じ
め
は
た
ら
積
極
的
に
血
圧
測
定
を
う
け
、

『
血
圧
が
高
い
』
と
い
う
以
外
は
こ
予
防
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

れ
と
い
っ
た
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
き
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

治
療
し
な
い
で
放
っ
て
お
く
と
、
脳
高
血
圧
症
は
完
全
に
は
な
お
ら
な
い

卒
中
(
脳
出
血
・
脳
梗
塞
な
ど
)
や
病
気
で
あ
り
ま
す
が
、
適
切
な
治
療

心
臓
病
(
心
不
全

・
狭
心
症
・
心
筋
を
根
気
よ
く
長
期
に
続
け
て
、
血
圧

梗
塞
な
ど
)
や
腎
臓
病
(
腎
不
全
な
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、

ど
)
と
い
っ
た
と
り
か
え
し
の
つ
か
正
常
人
と
同
じ

よ
う
な
社
会
生
活
が

な
い
病
気
を
ひ
き
起
こ
し
て
し
ま
い
で
き
、
人
生
を
楽
し
み
、
そ
の
寿
命

ま
す
。
つ
ま
り
、
本
態
性
高
血
圧
症
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

は
放
置
す
れ
ば
徐
々
に
し
か
し
確
実
な
ん
に
も
悲
観
的
に
な
る
こ
と
は
な

に
進
行
し
、
自
然
に
な
お
る
こ
と
の
い
の
で
す。
最
近
は
、
す
ぐ
れ
た
降

な
い
病
気
で
あ
り
ま
す
。
圧
剤
(
よ
く
血
圧
を
下
げ
、
副
作
用

ま
た
、
本
態
性
高
血
圧
症
で
は
遺
の
少
な
い
)
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す

伝
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
両
親
と
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
血
圧
を
正

も
高
血
圧
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
常
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

子
ど
も
が
高
血
圧
に
な
る
割
合
は
非
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
『
薬
を
の
ん

常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
で
血
圧
が
下
が
っ
た
か
ら
』
と
か
『
も

一
般
に
、
頭
痛

・
め
ま
い
・
肩
こ
り

・

う
頭
痛
や
め
ま
い
が
な
く
な
っ
た
か

動
惇
な
ど
を
訴
え
て
来
院
し
、
高
血
ら
』
と
か
言
っ

て
、
薬
の
服
用
を
勝

圧
症
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
判
明
す
手
に
中
止
し
ま
す
と
、
ず
っ
と
服
用

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
家
系
的
し
つ
づ
け
て
い
る
人
よ
り
も
約

4
倍

(
遺
伝
的
)
に
血
圧
が
高
い
人
は
、
の
多
さ
で
死
亡
し
た
り
、
前
に
述
べ

最
大
血
圧
が
二
O
O
ヨ
ヨ

z
mに
な

り
ま
し
た
恐
し
い
障
害
を
起
こ
し
た
り

ま
し
で
も
そ
の
ま
う
な
訴
え
を
す
る
し
て
い
ま
す

。

そ
れ
ゆ
え
、
高
血
圧

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
脳
卒
中
で
症
と
い
わ
れ
た
人
は
、
途
中
で
治
療

四
肢
麻
療
や
も
の
が
言
え
な
く
な
っ

を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
高

た
り
、
心
筋
梗
塞
を
お
こ
し
て
生
死
血
圧
と
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い
く
こ

を
さ
ま
よ
う
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

て
高
血
圧
だ
っ
た
と
気
づ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
も

う
手
遅
れ
な
の
で
す
。
『
血
圧
が
高

い
』
以
外
の
症
状
が
な
い
時
か
ら
、

も
う
治
療
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

南
吉
井
亀
甲
ク
ラ
ブ

第
二
回
ゲ
l

ト
ボ
l

ル
大
会

五
月
十
二
日
、
重
信
川
緑
地
公
園

に
お
い
て
、
南
吉
井
亀
甲
ク
ラ
ブ
第

二
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た

。

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
練
習
し
て

い
る
ゲ
ー
ト
ボ
l

ル
の
技
術
を
競
う

と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
員
の
親
睦
を
は

か
る
た
め
に
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
も
十

二
チ
l

ム
が

参
加
し
、
予
選

・
決
勝
リ
l

グ
と
熱

戦
を
く
り
広
げ
、
田
窪
B

チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

田
窪
B

チ
ー
ム

平
岡
高
橋
池
田
渡
部
山
内

ロ
λ

A
H
ペ

チ
ト
シ

サ
ダ
コ

ト
キ
エ

シ
ゲ
ノ

一一一タバコは町内で買いましょう一一一



(6) 

和

教

同

ヨ民
同

つど家
けの庭
れよで
tまう tま
よな
し、こ

てー と
し tこ
よ気
うを
カ、

ー

学
校
に
お
け
る
同
和
教
育

を
受
け
て
l

(そ
の
=
一
)

ぷ、

広
報
五
月
号
で
、
差
別
し
な
い

、

差
別
を
許
さ
な
い

子
供
の
姿
を
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た

。

一
O

人
を
大
切
に
で
き
る
子
供
一

一
O

正
し
く
考
え
ら
れ
る
子
供

一
O

よ
ろ
こ
ん
で
働
け
る
子
供

一
O
く

じ
け
な
い
た

く

ま
し
い

子
供
一

一
O

み
ん
な
で
、
子
を
つ
な
ぐ
子

供
一

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
子
供
が
育
つ

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
家
庭
が
望

ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育

で
す
は
ら
し
く
成
長
し
つ
つ
あ
る
子

供
の
将
来
を
保
障
で
き
る
家
庭
と
は
、

O

認
め
あ
え
る
家
庭

-

子
供
の
人
権
、
家
族
の
人
権
が

相
互
に
認
め
あ
え
る
家
庭

-
そ
の
中
か
ら
、
自
分
も
他
人
も

大
切
に
で
き
る
生
き
方
が
身
に

つ
い
た
子
供
が

O

な
ん
で
も
話
し
あ
え
る
家
庭

・
結
論
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
、
な

ぜ
:
:

:
と
、
話
し
あ
い
聞
き
あ

え
る
家
庭

-
そ
の
中
か
ら
、
科
学
的
、
合
理

的
な
見
方
・
考
え
方
が
身
に
つ

い
た
子
供
が

のt-y し報広

O

助
け
あ
え
る
家
庭

・

家
族
の
役
割
分
担
が
あ
り

、

子

供
が
自
分
で
働
き
、
汗
を
か
き
、

疲
れ
た
体
験
の
で
き
る
家
庭
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7 月 30 日 (月 ) 10時-15時
牛糊団地第 l 集会所
松山東社会保険事務所専
門員、役場、国民年金係
官64-200 1

包括-2146

時
所
員

お問い合わせ

談

日

場

相

重信町中央婦人学級受講生募集
子供スポーツ大会重信町教育委員会では、 重信町婦人会共催で、 「重信町

中央婦人学級」を開催します。
お気軽にご参加下さい。

1. 対 象 重信町在住の婦人 日 時 8 月 5 日 (日)
2 . 学 習期間 7 月カミ ら 12 月

3 . 募 集人数 講座によ り定員有
8 時00分~4 . 申し込み方法官64-3414 図書館まで。

講座名 学背 内 容 時期 講 師 名

生活講座 開講式
7 月 20 日 八木耳鼻科

場所 ソフトボール(男子)
-耳よりなおはなし 9 : 30-
「アレルギー性鼻炎に

11 : 00 八木 拓 重信中学校運動場ついて」

-ストレ ッ チ{本操 10月 1 日
「からだのスジをのば 10: 00- 大六良チ 南吉井小学校運動場
しましょう」 12 : 00 

ファミリ -老人看護 9 月 1 日 日赤県支部
9 : 30- 清愛国運動場一講l主 12 : 00 行本絹枝

l羽講j\
1 2 月 7 日

ガリラヤ荘
-痴呆性老人の介護 園長 ミニバスケットボール(女子)
アドノ〈イス

10: 00-
摘本君美子

文化講住 . 1 日研{I芸 10 月 26 日 生涯学習推進
南吉井小学校体育館「ふるさとを知ろう」 8 : 00- 講師

15 : 30 森 正史
-地域の中での lìI際交流 11 月 10 日 サムスン ・ ネ

13 : 30- ーハルベーゴ
15 : 30 ン( イ ンド)

菊 つ 講 習 ..�.. 
. 1玉l際交流と料理講習 1 1 月 27 日 ジェラル ド ・ ':I3; 

9 : 30- マーシド(イ
12 : 30 ラン)

レディー -タ ンスでねむっている 9 月 10 日 日 時 7 月 21 日 住)
着物を リフォ ームして 1 7 日

ス講座 みませんか? 2 1 日 露口 千店長 13 : 30-15 : 30 
「おでんち ・ はんてん 13 : 00-
作り」 16 : 00 場 所 重信町民会館

- ふるさと料理 7 月 27 日
伊賀ツタヱ

9 : 30- 講 師 野本権六 (松山市)
人権講座 -日本社会や世界の流れ 8 月 21 日 全同教

の中での人権確立に向 14 : 00- 内 f回毎~ 大輪菊の誘引と管理
けて 16 : 00 寺沢亮一
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町民プール一般開放

(7) 

町民プールを次の通り一般開放しますので、ご利用下きい。

開放期日 平成 2 年 7 月 22 日から 8 月 31 日まで

毎日開放。

但し、日曜日は 18歳以上の方のみ利用できる

「大人の日 」 といたします。

開放期間 13時- 1 6時まで。

使用 料 無料

登録方法 小学校 5 年生以上の町内に居住している方に限り

登録できます。まだ登録していない方は、町民会

館備え付けの申込書に写真 1 枚をそえて、教育委

員会へ提出して下さい。なお、昨年までの登録者

は登録証を提出し更新して下さい。

問い合わせは、 社会教育課まで宮64-1500

第 5 回国民文化祭・愛媛90
(平成 2 年10月 19 日 (金1""'10 月 28 日 (日) )

一文化ボランティア募集-

愛媛県では、今秋、第 5 回国民文化祭が開催されます。

そこで、この国民文化祭を皆さんの自主的 ・ 自発的な参

加 ・ 協力により、県民総参加の祭典として、より盛大に開

催されます よ う、文化ボランティアを募集します。

1 . 応募資格
(1)ボランティア活動に関心がある方

(2)説明会( 1 日程度)に参加できる方

(3)第 5 回国民文化祭開催中に 2 日以上活動できる方

2. 活動内容
第 5 回国民文化祭の各種広報及び各種事業の補助活動
(受付・出場者の案内 ・ 場内整理 ・ 作品の展示・楽屋の

整理等)

3. 募集人員

20名程度(町内)

4. 募集期間

平成 2 年 6 月 15 日 -8 月 15 日

5 . 待遇

(1)旅費を支給します

(2)弁当を支給します

6. 問い合わせ先

0 第 5 回国民文化祭愛媛県実行委員会事務局

宮41-2111 (内線21 76-21 78)

0役場総務課

宮64-2001 (内線212)

成人ソフトボール大会
日時 7 月 29 日 (日)

8 時30分~

場所 重信中学校運動場

清愛国運動場

南吉井小学校運動場

成人バレーボール大会
日時 9 月 2 日 (日)

8 時30分一

場所 トレ ーニングセンター

南吉井小学校体育館

北吉井小学校体育館

せいねんだんだより

求む/新入団員
元気のいい人/

日院をもてあましている人/

とにかく誰でも、青年団に入って、

青年しませんか?

主な活動は、

重信太鼓・スポーツ

キャンプ ・ 奉仕活動 etc"

+
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矧
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青

要構生募集，

青年教室は、
自分達で何かを作りたい/

もっと世間の事を知りたい/

色んな経験をしたい/

そんなあなたの希望を 、

実現できる教室です。

18才一 30才までのあなた/

今しかできないことしませんか?

参加希望又は、
もっと詳しく知りたし、方は、

ft64-1500 
青年教室担当まで I
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重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

日時毎週水曜日
月 日 相談員

13 : 00 -17 : 00 

場所図書館 3 階
18 武智道子

7 

電話 64-3437 25 中本 トシ子

方法 電話でもよいし、 l 池}11 敏朗

直接来られでも 8 池川 邦男
かまいません。

8 15 水田敏贋
子供からの電話

22 大森敬子
も受付けていま

す。
29 近藤栄宏
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一

!
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灰
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六
月
十
五
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

見田下牛牛牛志牛田横様 住

奈良窪 林 i抑l 沸l 測j 川津 消l 窪原河原河 所

上t 瀧萩森久水高尾小松平和児 保
野野 保図須葺賀介 形回 回玉
平恭治欽泰 直剛 ↑真 護

之二也政実 則土悟 二 俊夫 者

i京朋さ賞結 勇 民杏尽 出
つ 圭 薫 生

子美き裕花 磨央梨 子 児

5 555  5 5 5 5 5 5 5 年生

22 22 21 21 17 15 15 13 12 8 7 
月
日

樋牛北志志田 牛 見積下上牛
野 i掌 i掌 奈良河原

日前l 田川川窪減l 林林沸l

森山明舛荒石加 i度北大山 山
本賀本金村藤部俊野内内

計幹英俊志 英 禎 哲 且昭
次男樹一朗啓雄豊久見宣広

一一 陽智 !~梨良麻将 f申久
亮 紀

馬馬子美 子 乃樹衣太之未

6 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5 5 

9 2 2 2 27 27 27 26 25 25 24 24 

ぷj

側釘

盲 S もも " 、 、 "五 、 "‘ 、 ."、.. 、 ..、 ‘ .. 、、 ..弘、

月 日 行 事 名 H寺 問 士長 所

20~鈎 子宮顎がん・乳がん検診 受付13:00-14:00 町民会館

21出 菊づくり講座(第3回目) 13:30- 1/ 

町プール開放
南吉井小学校内

22(日) (8月 31 日まで毎日開放)
13: 00-16 :00 

7 当番医 宮内病院 松山市北梅本町宮75-0091
23侭) 健康相談 (25 日まで) 各 地 区

27働
3 才児健診

受付1 3:30-14:30 町民会館
S62.3.1-S62 .5.3 1生

月
29(日)

成人ソフトポール大会 8:30- 重信中学校 他

当番医 渡部内科 松山市南梅本町 ft75-2232

3 1 (;え) 健康 診査 期11:固000定0--資11産5130税00第1 爾2 期吉井納小期体限育館
国民健康保険税第 l

l(水) 健康診査 9:00-11 :30 南吉井小体育館

2(村 健康 診査
9:00-11 :30 

南野田公民館
13 :00-15 :00 

子供スポーッ大会

5 (日)
男子 ソフトポール 8:00- 南吉井小学校他

女子 ミ ニバス ケット
. ‘ ・ー・・・ 4・. __ . ._-_ ._---司.. ・ .幹事・.....‘- - -_...‘ a・-- --- -- -_ 司.- _._-ー ー ・ ・ ・ ・ ・・ 4・ ・・ ・ ・ 4・-_._. _ .

当番医 中川外科・内科松山市南梅本町 ft76一 7811

胃がん検診 (9 日まで) 7:30-9:30 
_ - --.-・・・・ ・・・・・ ・--_.. . - ー -ーー ー ーー - ・. ー・ー..・._- - - ー ーー

8(樹
健康診査 ( 9 日まで)

9:00-11 :30 上 林公民館

13 :00-15 :00 
8 

第23回重信町民大学 (開場1吋
11出

講師尾車浩一 関i寅20:00
町民会館

(元大関琴風) 聴講料350円

「七転八起の私の相撲人生J ( 当 日 400円)

12(日)
愛媛スポレク祭郡予選(中島町)

当番医 上岡小児科松山市北梅本町 ft76-8000

16(桐
お盆の為、ゴミ収集は休みます。 20 日(月)に出して下さい。

- ー--- _ .---- -- .------ ・-- - -_ ._-_..・・- -- _ - - ・---.-- --・ ー---- - ---ーーーーー--- - ー，

人権相談 10: 00-15: 00 役場会議 室

月 17幽
乳児健 診

l3: 30-14 :30 町民会舘
H元年10月、 2年4月生

19(日) 当番医 辻井内科 田窪 ft64-0013 

健康診査 (22 日まで)
9:00-11 :30 

北吉井小体育館21(火)
13 :00-15 :00 

26(日) 当番医 国立療養所愛媛病院横河原 ft64-241l

健康診査
9:00-11 :30 

下林集会所28(:火)
13 :00-15 :00 

30同
離乳食 学 級 受付13 :30-14:00

町民会館
H元年12月、 H2年1月生 学級14 ・ 00-15:30

31~泊 日I県民税第 2 期、国民健康保険税第 2 期、水道料金納期限

、-

死

亡
(
お
悔
み
)

西樋田北西見志見山牛 住
野 奈津奈 之

岡口窪田岡良川良内湖l 所

檎I百 i度黒森 渡 重松 好水菊 氏部田 部川本光口池
セ 正 ア ヒミ
キ 次正 房孫 イ サヤ 名
ノ哲郎義男志子勝 子子

年
86 71 93 79 58 88 53 73 82 83 

令

6 66  6 6 6 5 5 5 4 夢E
亡

10 9 9 8 4 4 20 19 16 21 
σコ
日

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
水
口

滋
雄

さ
ん

山
之
内

老
人
性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
つ
い
て

愛
媛
県
で
は
、
六
月

一
日
、
県
立

中
央
病
院
に
老
人
性
痴
呆
疾
患
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
痴
呆
性
老
人
に
関

す
る
医
療
相
談
、
鑑
別
診
断
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ

ー
の
利
用
を
希

望
さ
れ

る
方
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
、
ま
た

は
、
役
場
厚
生
課
に
相
談
し
て
下
さ


	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part263.pdf
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part264
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part265
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part266
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part267
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part268
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part269
	広報しげのぶ（昭和63年4月号）_Part270

